
大使館からのお知らせ（医療情報：マラリアへの注意） 

 

平成２５年１２月８日 

在南アフリカ共和国日本国大使館 

 

 

１ 今般，保健省は，Ｍｐｕｍａｌａｎｇａ州（クルガー国立公園を含む）や

モザンビークとの国境付近で，これからの時期，マラリアの流行の時期に入る

ため，マラリアに注意する呼びかけを発表しました。 

 

２ 南アフリカでは，マラリア撲滅のための努力を行った結果，発生件数は２

０００年の年６万件から，最近は年平均７，０００件に減少していますが，保

健省では，リペラント（虫除け剤）の使用・予防薬の服用などにより，マラリ

アに感染しないよう心がけて欲しいと予防を呼びかけています。 

 

３ つきましては，今後，クルーガー国立公園やモザンビークとの国境付近ま

で赴く場合には，同地域がマラリア流行の時期に入ることを念頭に，肌の露出

を控える，虫除けスプレーの使用，マラリア予防薬の服用等の対策を取るなど

して，くれぐれもマラリアへの感染防止を行うようにしてください。また，子

供・妊婦がマラリアに感染しますと死亡率が高く，日本人も免疫がないので同

様ですので気をつけるようにして下さい。 

 

 （了） 

  


